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穿
も
逮
皇
ル
が
メ
ツ
ッ
渥
鴇
閣
筆
識
し
て
い
だ
毒
雪

∵
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必
然
的
窪
規
の
勇
に
既
に
震
茗
れ
て
い
る
も
の
と
曽
、
わ
な
け
れ
ば
な
ら
悉
。
徒
つ
選
書
峡
健
幾
の
警
三
雲

官
的
に
♀
と
酸
み
つ
か
ち
の
蕩
脅
す
べ
き
蕩
で
あ
っ
て
、
み
つ
か
ら
の
饗
噸
ち
犠
規
に
先
行
す
る
よ
う
な
逸
ガ

　
’
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
五
輪
、
法
規
解
繹
に
際
し
て
は
、
ど
と
奮
で
も
法
秩
序
全
町
の
立
脚
地
に
立
つ
ご
と
に
よ
り
、
我
々
の
回
忌
い
ご

　
　
響
回
す
る
目
回
忌
と
す
べ
き
で
あ
舞
・
’
，
，
f
、
，
．
．
　
　
　
、
．
、

ゴ
穿
が
、
考
エ
ル
の
か
べ
の
”
、
と
き
雲
量
．
即
ち
域
行
目
的
鱗
決
畠
φ
う
遂
含
姦
鍵
目
的
部
民
規
の
唄
・

，
、
臨
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
、
乏
い
う
關
係
を
辿
る
と
き
、
そ
ζ
に
見
出
す
も
の
は
、
刑
罰
構
壷
飾
過
程
の
立
体
的
把
握
で
あ
り
、

　
　
最
後
決
定
的
に
刑
法
法
規
に
究
極
的
到
達
黙
を
み
い
だ
す
論
理
的
必
然
性
で
診
乃
。
一
從
っ
て
ザ
サ
ェ
ル
に
と
り
、
痢
罰
の
ホ
質
と
目
的
ゐ
、
　
、

φ
腰
を
探
究
蓬
ぞ
な
に
誘
も
喜
樹
わ
れ
な
け
れ
ば
萎
と
言
立
薯
の
書
す
る
深
的
曼
の
蓄
箏

　　

ｻ
畿
、
ザ
皇
ル
霧
楽
書
て
は
、
エ
重
レ
。
マ
イ
ア
聾
の
所
論
に
虚
舟
境
些
、
妻
爲
の
復
亜
門
鴇
雀

　
　
．
葡
機
能
と
統
括
原
理
と
，
の
弛
緩
は
見
ら
れ
す
、
h
立
法
者
の
創
設
す
る
具
体
的
帽
葡
が
↓
貫
b
て
判
映
。
執
有
貫
葡
に
動
的
畿
展
的
に
流
動
㌔
■

　
・
す
る
。
・
借
っ
て
、
㌦
趨
罰
の
各
殿
階
構
造
の
動
的
畿
展
に
着
臼
玉
た
立
体
的
把
握
は
、
一
鷹
所
期
の
目
的
を
達
成
し
ケ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
－

　　

ﾘ
ザ
・
之
ル
の
か
が
論
幕
叢
纏
に
關
す
る
立
鵠
把
握
と
↓
、
エ
ム
、
エ
鳶
イ
ァ
ー
爾
罰
霧
動
過
程
轟
攣
る
内
～

　
　
在
深
義
館
の
吟
味
志
を
、
掲
き
ま
ぜ
て
事
荊
を
考
急
る
時
、
刑
罰
理
論
の
具
体
的
分
析
に
關
し
、
或
湿
度
の
域
果
は
期
し
得
よ
う
。
だ
が
・

　
　
、
三
訂
」
か
な
二
三
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．
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頂
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つ
く
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奪
酔
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・
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鴛
．
紫
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問
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歪
る
が
諮
一

　　

@
　
・
三
智
筆
憲
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法
律
家
に
と
り
刑
の
嫡
法
性
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は
道
心
閥
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と
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、
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ω
μ
⑦
O
）
◎
從
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、
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ー
ク
ラ
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な
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、
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紅
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介
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初
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縞
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域
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綿
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時
、
手
触
原
・
理
が
見
失
わ
れ
勝
ち
と
な
る
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．
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唱
こ
と
言
う
を
侠
た
ぬ
が
、
各
段
贈
は
し
か
く
閣
確
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せ
ら
れ
う
る
か
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翼
に
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う
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E
エ
ル
の
塗
す
透
戸
は
証
蟹
走
餐
・
一
し
か
し
な
が
ら
義
々
の
現
寳
に
立
つ
審
は
、
」
荷
ら
素
的
審
窒
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一
般
な
み
も
の
で
は
な
ぐ
、
一
の
歴
史
的
耽
會
コ
云
ひ
う
べ
く
ん
擢
自
然
的
肚
會
に
聾
す
る
政
治
的
勉
會
」
な
の
で
あ
り
、
政
治
的
融

　
　
　
　
　
、
會
な
る
が
故
に
．
矛
盾
的
w
封
立
朗
契
機
を
う
ち
に
包
耕
し
て
．
そ
の
聯
立
抗
争
の
つ
ち
に
み
つ
か
ら
の
現
轡
存
在
的
性
格
を
露
呈
す
蓄

　　

@　

@
み
で
融
。
そ
れ
散
、
罪
し
善
昏
惑
蓼
童
蒙
田
畠
究
逮
慌
拝
芝
ば
手
簿
審
と
し
て
握
肇
持
つ
薄

　
　
　
　
　
　
に
よ
り
封
単
軌
抗
激
す
る
現
實
枇
會
を
背
景
と
し
て
事
柄
が
論
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
、
だ
が
一
入
或
い
は
言
う
で
あ
ろ
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、
う
、
ザ
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莞
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求
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を
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謬
幾
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畜
肇
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罫
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審
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藩
婁
休
管
的
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℃
は
な
い
と
ρ
し
か
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魑
念
的
な
目
的
去
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鼠
灘
會
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れ
て
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忙
成
立
・
磯
生
す
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も
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で
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り
得
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い
傷
－

　
　
　
　
　
　
却
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、
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念
と
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實
と
菰
、
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念
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．
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、
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こ
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・

ち
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（
三
）
・
加
悦
二
三
鋤
．
’
ω
愈
9
φ
く
撃
徴
碧
養
魯
”
O
讐
箆
鷺
護
¢
負
＄
§
欝
甑
砂
、
器
冨
謬
蓼
。
鐸
9
日
前
亀
。
・
ω
・
Φ
鎗
・

（
四
）
高
橋
遍
羅
、
近
代
讐
成
立
史
興
昭
和
喝
三
年
、
．
霧
δ
屓
。
馨
蓮
郎
、
理
論
蒙
の
誇
題
、
昭
和
華
年
覆
、
亭
亭
鯵

　
　
系
の
多
元
的
構
…
邉
に
動
て
、
こ
六
五
…
こ
七
三
頁
。
．
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ビ
ρ
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｛
欧
．
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㌃
　
　
一
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魁
　
．
　
　
　
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
鴨

、
、
∵
　
畿
み
饗
に
立
つ
霧
奪
乳
て
藩
槻
會
書
り
、
落
的
、
翌
袈
撃
う
老
包
書
す
る
以
上
養
母
碧
空
喀
、

　
　
　
・
賑
鯉
張
行
ず
る
黎
は
、
み
つ
か
ら
の
よ
つ
蓋
鍵
會
繧
濟
簿
欝
欝
。
擁
肇
ん
饗
盈
、
政
纏
力
的
覇
叢
て
み
つ
か
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ら
の
支
配
を
貫
徹
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
刑
法
ば
、
が
か
る
政
治
灌
力
的
強
制
の
極
め
て
有
力
な
手
段
の
鳳
つ
乏
し
で
現
勢
れ
來
つ
た
も
の

バ・　
　
　
∴
・
∵
　
い
妻
で
も
塗
、
誉
雰
慧
味
に
君
る
猫
純
化
、
造
論
響
雰
輩
鳶
馨
形
整
髪
霧
訂
的
通
馬
篠
、
斗

　
　
　
　
　
。
．
羨
望
國
霧
努
な
震
餐
う
奨
奮
答
奮
軌
近
業
家
妻
か
く
ψ
ご
喜
喜
雑
嚢
を
無
熱
蓼
鼠
に
覆
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ｵ
援
つ
か
ら
の
馨
納
産
轟
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3
と
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．
曝
姦
悪
、
輪
薄
薄
簾
懲
悪
と
雰
儀
態
に
あ
っ
一

　
　
　
　
　
　
　
溢
、
欝
↓
、
毒
に
書
窓
毒
隙
霊
的
支
配
の
竃
の
踊
魏
た
　
る
こ
盛
儀
ち
響
握
臆
糞
を
こ
ら
は
尋
．
，

r
一
壕

　　
㌶
、
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@　
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、
ピ
ご
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∴
じ
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∵
∬
謬
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、
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∴
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陽
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、
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！
∵
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∵
じ
泡
、
こ
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に
政
治
駒
張
制
規
範
ど
し
て
の
存
在
意
義
を
獲
得
し
ズ
い
た
が
故
に
、
政
治
的
鷺
め
實
体
を
探
る
が
た
み
に
は
、
常
底
れ
ら
の
規
範

を
塞
蛮
習
讐
併
せ
毒
害
ね
ば
な
ち
な
か
っ
た
京
う
愛
書
る
。
．
礎
っ
て
、
苛
マ
電
善
書
る
法
は
、
他
婁
饗

賑
嫁
霧
陸
隆
い
近
代
國
家
の
騰
形
憾
と
レ
藷
的
支
厩
《
蓼
、
書
張
選
意
義
を
凹
い

　
　
寸
0
蓄
袋
、
畠
藩
に
お
け
る
法
と
婁
、
器
纂
（
以
下
時
報
）
盃
・
齪
、
・
δ
．
　
西
頁
。
碧
、
鶉
、
宝
↑
黄
四
真
，
，

　
　
　
　
　
加
藤
新
妻
、
法
一
笹
葺
と
曝
糊
、
恒
藤
博
士
還
暦
紀
念
法
理
撃
及
國
際
思
量
蟻
、
招
和
こ
四
年
、
こ
§
四
、
蝸
叫
三
層
五
頁
9

　
　
，
蓋
制
・
↓
暴
臓
、
既
に
掌
蓋
嬰
に
逡
て
秘
術
警
榊
室
援
、
厘
借
墾
、
姦
の
喪
姦
隷
亮
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ｳ
れ
た
、
大
地
主
、
．
小
聖
ぶ
茨
、
奴
隷
の
燈
と
↓
て
土
地
奢
審
、
身
繍
審
で
象
と
共
薫
濟
覆
劣
Φ
四
竃
礁

、
毒
り
言
畏
織
め
て
鷹
さ
れ
ざ
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を
得
す
、
蒙
霧
墨
磨
晶
性
長
春
鐸
そ
蓄
、
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澹
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て
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滋
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．
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。
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の
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．
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／
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萎
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古
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い
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．
船
国
腰
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の
兇
解
が
そ
の
ま
ま
取
ら
れ
て
い
る
ゆ
だ
が
、
商
品
が
い
か
な
る
歴
史
的
な
生
産
機
鶴
を
癒
じ
て
佐
塵
さ
れ
た
か
、
貸
幣
が
’

覚
・
｛
～
　
∵
鶏
蓬
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；
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∵
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f
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、
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．
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．
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謬
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・
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鳶
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潭
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、
【
，
・
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∴
の
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扇
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一
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β
エ
境
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ヒ
譲
剰
虜
捨
罵
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事
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瀦
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四
個
頁
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．
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蜜
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叢
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．
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濁
せ
・
ず
、
家
畜
と
同
等
の
地
位
に
立
ウ
も
分
と
し
で
考
え
ち
れ
て
い
た
が
故
に
、
’
帝
政
時
代
に
隠
る
ま
で
奴
隷
ρ
主
人
ば
奴
隷
を
ど
の
よ
「

　　

@
勘
虐
待
レ
漕
を
鞍
管
で
も
刑
罰
を
害
な
か
霧
と
珍
舞
威
隷
も
し
く
縫
放
奴
隷
（
切
・
・
響
・
・
暫
）
の
主
人
も

　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
リ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ヒ
　
ぴ

　
　
し
ぐ
鳶
足
（
憲
§
ソ
に
樹
す
る
攻
撃
的
な
誰
言
（
書
・
・
軽
）
は
、
採
奪
ら
れ
な
か
っ
た
の
み
た
ら
ゆ
、
．
死
罪
と
し
て
断
ぜ
ち
れ

　
　
唱
を
㌢
が
袈
難
・
「
と
れ
ら
2
駿
專
寳
姦
し
て
み
て
も
、
9
・
↓
世
界
に
お
い
．
て
身
分
葎
羅
持
す
る
が
た
盈
、
・

　
　
　
い
が
な
る
政
治
曲
張
制
が
行
わ
葵
か
窺
い
知
る
と
と
が
出
癖
よ
う
、
そ
れ
韓
生
産
力
供
給
源
宅
て
の
奴
馨
働
力
は
、
・
↓
偉

　
　
，
吾
馨
を
形
？
る
謝
で
あ
っ
た
が
故
に
、
か
か
姦
馨
働
力
存
健
量
る
墾
寛
得
る
の
で
あ
り
、
，
就
申
、
フ
ァ
ビ
森
．
’

　
　
．
が
啓
、
兵
士
の
在
た
餐
轟
は
・
漢
書
繋
馨
場
合
垂
も
魂
罪
孟
葎
莚
ら
墾
の
で
盈
．
幡
が
h
毒
よ
う
．
㌦

　
　
　
な
身
分
秩
序
総
持
に
資
す
る
が
爲
の
強
肇
段
は
、
、
常
に
反
薯
の
脅
威
に
曝
さ
れ
ざ
髪
得
な
蜂
情
に
あ
っ
登
載
、
μ
↓
三
家
♂

　
　
・
は
、
塞
く
も
み
つ
か
ら
の
國
家
的
至
親
を
危
殆
忙
瀕
せ
し
め
為
が
ご
と
き
國
事
犯
に
騙
し
て
は
一
職
慷
す
べ
き
科
刑
を
以
て
回
れ
に
臨
ん
、
一

　
　
．
誉
で
あ
る
．
瑚
、
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屡
存
立
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書
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．
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．
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を
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意
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す
る
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書
を
℃
窪
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嵩
。
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嫌
悪
す
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封
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刑
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産
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冠
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鉢
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瑛
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追
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号
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詩
鶯
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の
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追
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斡
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．
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濟
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